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段階 ステージ 年齢 そのステージでの役割





3 基本訓練 16～25歳 被訓練者，初心者
4 キャリア初期の正社
?相i
17～30歳 新しいが正式のメンバー
5 正社員資格，キャリ
A中期
25歳以降 正社員，在職権を得たメン
oー，終身メンバー，監督者，
ﾇ理者（この段階に留まる人も
｢よう）
6 キャリア中期の危機 35～45歳
7A 非指導者役にある
Lャリア後期
40歳から引退まで 重要メンバー，個人的貢献者あ
驍｢は役立たず（多くの人びと
ﾍこの段階に留まる）
部内者化境界線と階層境界線の通過
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7B 指導者役にあるキャ
潟A後期
若くして指導者役につく
ﾒもいようが，指導者役
ﾍ依然，キャリア「後
冝vと考えられるだろう
全般管理者，幹部，上級パート
iー，社内企業家，上級スタッ
t
8 衰えおよび離脱 40歳から引退まで；衰え
ﾌ始まる年齢は人により
ﾙなる
組織ないし職業からの退出
9　　　　　　引退
※エドガーH．シャイン　前掲書（6）pp．43－47の表のより筆者が再構成、表現は原文のまま
②1993年度卒業生の傾向
　1993年度卒業生で他の年度よりも割合が高かった項目は「その他の道」と「独立」であっ
た。
　調査実施時点で31，32歳の卒業生は，高校卒業後に13，14年のキャリアを積んできている。
表3によると「5．正社員資格，キャリア中期」のステージである。シャインはこの時期に直
面する一般的問題として，「専門を選び，それにどれだけ関わるようになるかを決：める」「組織
のなかで明確なアイデンティティーを確立し，目立つようになる」「抱負，求めている前進の
型，進度を測定するための目標などによって，自分の長期のキャリア計画を開発する」等を挙
げている（7）。
　シャインが提唱するように，！993年度卒業生はすでに介護・相談援助の業務においては中堅
であり，今後，自分で事業所を立ち上げて独立するという目処が立ちはじめる頃であろう。
「福祉の道」「延長」「独立」に該当する女性は次のように述べている。「私は3人の子供達が
ある程度すだってから，自分で幸齢（ママ）者の最期の看取りの人生に私は一緒に出来る所を
作りその幸齢者の死の迎え方を尊重してどのように最期を迎え人生という道をおえるのか手伝
いをしたいと思います。私の体が動くまで介護職でありたいです。介護職は私にとって生きが
いであり楽しみですね1」。
　本調査を行う前のプレ調査として実施した，数人の高校福祉科卒業生へのインタビュー調査
でも「高校時代の友人とホームヘルパー事業所やグループホームを立ち上げたい」と回答して
いた人が数人いたことは本調査結果を裏付けるものである。
　また，現在行っていることを今後も引き続き行っていくのか，「その他の道」へ転職するの
かを模索する人もいることがうかがえる。「福祉の道」「その他の道」「生きがい」に該当した
女性は次のように述べている。「福祉会（ママ）は人間があたたかいと感じています。体力が
続く限り頑張りたい。でも将来的には早期リタイアし，趣味の料理，お菓子にてお店を開き，
いこいの場を作りたい」。
　今後は「6．キャリア中期の危機」段階を迎え，これまでの自分の歩みを再評価して，今後
の進むべき道を選択する帰路に立たされる人もいるのではないかと予測される。
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③1997年度卒業生の傾向
　1997年度卒業生で割合が高かった項目は，「延長」と「転職」であった。
　調査実施時点で27，28歳の卒業生は，高校卒業後に10，11年のキャリアを積んできている。
表3によると「4．キャリア初期の正社員資格」から「5．正社員資格，キャリア中期」に該
当する。キャリア初期の課題の一つとして，シャインは「昇進あるいは他分野への横断的キャ
リア成長の土台を築くため，特殊技術と専門知識を開発し示す」ことを挙げている（8）。
　1993年度卒業生よりも1997年度卒業生はキャリア形成の途上にあるため，現在行っている介
護・相談援助の仕事をこれからも引き続き行い，自らの専門性を確立していく志向性が強いと
考えられる。「福祉の道」「延長」「独立」に該当した女性は次のように述べている。「自宅での
生活を望む方が多い中，職場では，利用者の多さに毎日忙しく時間単位の訪問です。利用者，
本人，家族の方への心のやすらぎや不安を少なく出来るよう時間にゆとりを持って関わりた
い。独立し信頼を持ってもらい，もっと在宅での生活に安心してもらえるような関わりを持ち
たい」。
　その一方で，3人が転職を挙げていた。慌しい環境のもとで介護職を行うなかで，現在の環
境を変えたいという姿が以下のコメントから伝わってくる。「福祉の道」「転職」に該当する女
性「今の福祉は介護保険になり，書類（記録）ばかり増え利用者とゆっくり対応する余裕がゼ
ロに近くなった。もっと少人数の老人とゆっくり対応していける場所で働けたらと思う」。
④2001年度卒業生の傾向
　2001年度卒業生で多かった項目は，「キャリアアップ」と「生きがい」であった。
　調査実施時点で23，24歳の卒業生は，高校卒業後に5，6年のキャリアを積んできている。
表3によると「3．基本訓練」から「4．キャリア初期の正社員資格」に該当する。基本訓練
期に直面する一般的問題としてシャインが挙げているのは「できるだけ早く効果的なメンバー
になる」「正規の貢献メンバーとして認められるようになる」等である。
　これに照らし合わせると，自分が従事している職業においてキャリアアップをはかりたいと
いう2001年度卒業生の意気込みは妥当なものと考えられよう。また，福祉に携わる人にとって
は，今後，介護支援専門員資格を取得してキャリアアップしたいという志向性がみられた。
「福祉の道」「キャリアアップ」に該当する女性は次のコメントを書いている。「現在，馬煙の
介護職員として働きながら，社会福祉士の国情合格するために勉強しています。将来はケアマ
ネの資格を取りたいと思っています。また，もしできたら保育士の資格も取りたいなと思って
います。これからもっと幅広い分野の勉強をしたいと思っています」。
　その一方で，自らのプライベートを充実させたい志向性があるのも見逃せない。職業や生活
様式の選択肢が多様化した時代背景を反映する結果とも考えられる。「生きがい」に該当する
女性はただ一言「幸せな結婚」と書いていた。
　いずれにしろ，それぞれの卒業生の将来設計が実現するよう，道筋の明示とその都度必要な
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サポートの充実が望まれる。
IV　おわりに
　本研究では，高校福祉科卒業生の現在従事している職業別タイプと，卒業年度コーホート別
に抱いているキャリア自己概念の傾向を照射してきた。
　タイプ別では従事している職業の実態が異なるため，当然ながら反映される自己概念も異
なっていたが，多かれ少なかれ福祉に携わりたい意向は読み取れた。これは高校福祉科教育の
賜物といえるだろう。また，卒業年度別コーホートでは，3つのコーホートがそれぞれに位置
するキャリア・サイクルにより，直面する課題が異なることが示唆された。
　今後は，さらに度数を多くすることにより，結果の妥当性・信頼性を高めると同時に，どの
ような要因がキャリア自己概念に影響を及ぼすのかを探っていく必要がある。また，2007年時
点の調査対象者のキャリア自己概念が，今後どのように変化していくのかの追跡調査も望まれ
るところである。
付記：本研究は独立行政法人学術情報振興会平成17年度～20年度における，科学研究費補助
金・基盤研究（B）を受けて実施したものである。メンバーは，保正友子（立正大学），田村真広
（日本社会事業大学），平野和弘（東洋大学），田中泰恵（弘前大学大学院），岡多枝子（日本
福祉大学），芦川裕美（三島高等学校）である。
　この場を借りて，調査にご協力いただきました高校福祉科卒業生の皆様に感謝申し上げま
す。
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